ハンドマイク原稿例　　　　　　　　　　　　　　　　　　４月１６日　党県政策宣伝センター
●●のみなさん、こんにちは。日本共産党●●支部（後援会）です。この場所をお借りして、日本共産党の訴えをさせていただきます。よろしくお願いいたします。
　みなさんが、「政治を変えたい」と、自公政権を退場させてから８カ月がたちました。民主党政権は、みなさんの期待を裏切り、公約を破り続けています。一方で自民党も反省のないまま、政策も与党時代のまま。「民主党には裏切られた、でも自民党もイヤだ」―これがみなさんが感じている今の日本の政治ではないでしょうか。

　なぜ政治が変わらないのでしょうか。それは、今の政治のゆきづまりの根本にある財界中心、アメリカいいなりという古い政治から抜け出せないからです。

　後期高齢者医療制度は、民主党は「すぐ廃止」といっていたのに、４年後に先送りし、さらに７５歳以上からとしていた制度を、今度は６５歳以上に拡大する案も検討しています。そもそも社会保障を削減して、大企業の負担を減らすように一貫して主張していたのは財界でした。民主党がすぐ制度を廃止できないのは、この社会保障削減路線を見直す立場に立てないからです。
　労働者派遣法の改定は、民主党は製造業への派遣や登録型派遣は原則禁止といっていましたが、財界に屈して、例外を設けて抜け穴だらけとなっています。　

　普天間基地の問題では、民主党は「県外、国外」へ移設するといっていましたが、結局沖縄県内をたらいまわしし、鹿児島県の徳之島にも一部移転するという最悪の案が浮上しています。

　この間の民主党の支持率低下は、このように国民を裏切り続けた結果ではないでしょうか。

　政治を変えられない民主党に対し、日本共産党は、経済危機を打開して国民のくらしを守る、提言を発表しました。第一に、大企業は莫大なお金をため込んでいます。これを国民に還元するために、労働者派遣法を抜本改正して、正社員があたりまえの社会にするなど、働くルールを確立します。今度の参院選挙の愛知選挙区で挑戦する、日本共産党のもとむら伸子予定候補は、トヨタ系企業のアイシン精機が違法なサービス残業を繰り返していることをアイシンの職場の人と一緒に労基署に告発し、合計で１０万時間分３億円のサービス残業代を労働者に支払わせました。第二に、後期高齢者医療制度をただちに廃止させるなど、社会保障削減から拡充にきりかえます。もとむら伸子予定候補は、３月に省庁交渉をし、後期高齢者医療制度の廃止を厚生労働省、総務省に強く要求しました。このように日本共産党は、提言と同時にその具体化のために、国民と共に政治を前に動かしています。週刊誌の「サンデー毎日」も日本共産党のこの提言を「革命的成長戦略」と書くなど、メディアにも注目されています。
　日本共産党は、基地の無条件撤去を求めてアメリカと本腰を入れて交渉せよと求めています。日本共産党がこうした立場に立てるのは、日米安保条約を破棄して、独立・平和の日本を築くことをめざしているからです。
みなさん、参議院選挙まであと３カ月です。政党を選ぶ基準は財界中心、アメリカいいなりの古い政治から抜け出せるかどうかではないでしょうか。比例代表は日本共産党と政党名を、よろしくお願いします。この地域では、新人のかわえ明美が活動しています。愛知選挙区は候補者名を。八田ひろ子元参院議員からバトンタッチする新人、もとむら伸子をよろしくお願いします。

みなさん、日本共産党の「しんぶん赤旗」は、いまの世の中の真実がわかり、明日が見えるしんぶんです。激動する世界のいまが見えるしんぶん、「しんぶん赤旗」をこの機会にお読みください。毎日お届けする日刊紙は月二千九百円です。毎週一回お届けする、楽しくためになる日曜版は月八百円です。以上で、この場での訴えを終わります。ご協力ありがとうございました。　　　以上

